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? 問題の所在
１.戦後教育実践史における岸本裕史の不在
戦後の教育実践史において、基礎学力の問題はもっ
とも大きな問題の一つであった。それは、戦後教育の
出発点である新教育が「はい回る経験主義」の批判を
受け、基礎学力低下の問題点を抱え込んだことに始ま
り、教育の現代化を掲げ、教育と科学の結合を基本原
理として編成された1968年版学習指導要領が、1970年
代に入って、「落ちこぼれ問題」「落ちこぼし問題」と
いう大きな社会問題を引き起こしたことなど、全ての
子どもに確かな基礎学力の形成をという問題は、戦後
教育の中心的な争点(イシュー)を形作っていた。
そうした状況のなかで、部落問題研究所から出版し
た『どの子も伸びる』三部作をはじめとして、とりわ
け教育書としては100万部を超える異例のベストセラ
ーとなった『見える学力見えない学力』(国民文庫)な
どの出版を通して、読み書き算を中心とした基礎学力
の重要性や教育的価値を、具体的な教材や教育技術と
セットで提案したという点で、戦後の教育実践研究に
おいて、特筆すべき位置を占めている。
しかし、そうした戦後の教育実践研究のなかで大き
な足跡を残した岸本裕史が、今日、教育実践研究や教
育方法学研究のなかで、必ずしもきちんと位置付けら
れていないという状況も見られる??。それは、今日の基
礎学力研究や教育実践研究の発展にとって、必ずしも
良いこととは言えないのではないだろうか。そこで、
本論文では、岸本の基礎学力論やそれを形成する教育
実践論の意味や価値を改めて、今日の時点から問い直
し、再評価を試みることを目的とする。
２.岸本裕史研究の３つの課題
⑴先行研究の成果
岸本裕史をめぐるこれまでの先行研究??については、
「徹底錬磨」の教育実践としての視覚から評価する研
究や、基礎学力論としての教育的価値について評価し
つつも、学力競争との関係で危惧を表明する社会学的
な研究、認知心理学の研究成果をベースにして、習熟
概念の多面性に着目した研究など、様々な研究がなさ
れてきた。しかし、いずれの研究も、岸本のある時期
のある側面に限定されたものであり、岸本の70年を超
える人生の全体を射程に入れた研究にはなっていない。
というのが、岸本の教師人生に限定しても、彼の主張
は大きな変転をなしているからである。それゆえ、岸
本の教育実践論の特徴を見ていく際も、彼の人生全体
を見通した上で、岸本の教育実践論の展開を捉えてい
くことが必要になってくるのである。私たちが今回、
岸本の教育実践論の特徴とその展開に迫る上で、ライ
フヒストリー・アプローチを採用する所以である。
⑵岸本裕史研究の新しい課題
このような岸本裕史の基礎学力形成を中心とした教
育実践論の特徴を探っていく上で、特に課題意識に持
っているのは、次のような３点である。
①「わかる」と「できる」、理解と技能と習熟の関係
第一は、「わかる」と「できる」、理解と技能と習熟
の関係である。「わかる」と「できる」、理解と技能と
習熟との関係は、授業づくりの基本的な課題である。
とりわけ、岸本の基礎学力形成のための教育実践論は、
100マス計算にだいひょうされるように、とりわけ「で
きる」や習熟の形成をめざした教育実践論として、「わ
かる」や理解の位置付けの曖昧さが議論の焦点となっ
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ていた。また、数学教育協議会との論争も、この「わ
かる」や理解の位置付けをめぐるものであった。
では、岸本の教育実践論のなかで、この「わかる」
や理解は、どのように位置付いているのか。その考え
方は、時代の流れのなかで、どのように展開してきた
のか、その構造的な把握をめぐって、さらなる検討が
必要になってくるのである。
②マイスターへの成長としての習熟
第二は、習熟概念そのもののとらえ方である。習熟
概念については、既に先にも触れた松下加代氏による
習熟概念を３つに区分して捉える提起がある??。具体
的には、定型的習熟、適応型習熟、熟達者としての習
熟の３つである。とりわけ、レイブとヴェンガーの正
統的周辺参加論に代表される認知心理学の成果から??、
熟達者としてとらえる視点に学びながらも、では熟達
者とはどのような意味内容を示しているのかを、岸本
の主張に即して、より明確化することが求められてい
る。そのさい、習熟という言葉が本来持っている「マ
イスター」という意味内容に着目して検討を進めてい
きたいと考えている。
③岸本裕史の基礎学力論と政治性・階層性
第三は、第二期に代表される、能力主義を批判し、
教育の政治性や階層性を強調する岸本の言説と、第三
期以降に本格的に展開される、読み・書き・算を中心
とした、基礎学力形成の教育実践を主張する岸本の言
説との関係をどう取り押さえるかという問題である。
周知の通り、岸本は、教育科学研究会の「教育と政治
部会」に所属し、1960年代から70年代の支配的な教育
政策を能力主義的な教育政策として、現場の立場から
鋭く批判してきた。また、同時に岸本は、部落問題を
国民的課題ととらえ、その解決に取り組む部落問題研
究所の運動にも関わり、排除されたマイノリティも含
めて、国民のための教育創造に関わり続け、とりわけ、
1976年の『どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－』
(部落問題研究所)の出版以降は、全ての子どもの基礎
学力形成の教育実践論を、具体的な教材と教育技術に
裏打ちされた形で提起し続けてきた教師である。従来
は、ともすれば両者は、別々の主張として、非連続的
にとらえられる傾向があった。しかし、筆者たちは、
第二期の岸本の言説の内在的発展として、第三期の基
礎学力形成の教育実践論が現出したと考えている。と
同時に、第二期の岸本の教育の政治性・階層性を主張
する言説の貫かれ方が、第三期、第四期、第五期と時
代が変遷するなかで、少しずつ変化してきているよう
にも考えている。そうした第二期から第三期以降への
言説の連続性の問題と、時代の変遷による貫かれ方の
変化の問題については、岸本のライフヒストリーに沿
って、詳しく検討していきたいと考えている。
なお、本稿は、先に述べたように、長期にわたる岸
本裕史の教育実践の展開の歴史の全体像を、ライフヒ
ストリー研究の方法論に沿って、明らかにすることを
目的にしているが、とりあえず、本稿はその第一報と
して、彼のライフヒストリーの全体的な見取り図と岸
本の基礎学力形成論の確立期と私たちが考えている第
三期を中心に述べることにする。(船越)
? 岸本裕史のライフヒストリー研究
１.岸本裕史のライフヒストリーをとらえる仮説と時
期区分
岸本裕史のライフヒストリーを検討した場合、その
時期区分は、以下の通り５期に分けることができると、
私たちは考えている。
第１期 教職までの道のり (1930年～1947年)
デモシカ先生時代 (1948年～1949年)
第２期 戦闘的青年教師時代 (1950年～1959年)
民間教育団体との関わり(1960年～1973年)
1968年
第３期 1971年～ 岸本実践確立期
どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－
1976年８月20日初版
どの子も伸びる 教師篇
1976年12月20日初版
どの子も伸びる 家庭篇
1977年３月
第４期 岸本実践運動期
1981年 見える学力見えない学力
３月24日初版
1985年 学力の基礎を鍛え落ちこぼれをなく
す研究会(落ち研)を結成
第５期 幼児教育拡充期
1990年 退職～2006年
それを表にまとめると、以下のようになる。
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表 岸本裕史ライフヒストリー??
11太平洋戦争勃発1941
キング・講談倶楽部などを少年時代に乱読７
神戸市立平野小学校入学
盧溝橋事件
日中戦争始まる
1937
神戸市に生まれる両親とも農家で小卒 貧しいながら幸せな幼時
物心ついた頃より母は内職の針仕事をしつつ絵本を読んでくれる
０
誕生
昭和恐慌1930
昭和５年
第１期
特徴的な体験とその要因・結果ライフヒストリー日本・世界の動き西暦時代区分
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敗戦の放送を校内工場で聞く 遅刻・飲酒・喫煙・女学生追いな
どして疑似非行化
15第二次世界大戦終了1945
第１期
191949
囲碁熱中 デモシカ教師のはしり 初任給250円(闇米一升と同値)18
美嚢郡中吉川中教員中一
(国語・数学担当)
教育公務員特例法発布1948
17学習指導要領試案 告示
教育基本法
学校基本法
公布施行
新学制による小学校、
中学校発足
日本国憲法施行
日本教職員組合結成
1947
学資つづかず中四年で卒業 学力は中二年なみ
銀行 注射液を入れるアンプル管の製造工場 その後ブローカー
16日本国憲法発布1946
学テ闘争31全国一斉学力調査実施1961
兵庫県教組教育文化部長(専従２期)視野の広まりと教育理論への
目覚め 小川太郎先生はじめすぐれた研究者の人格に感銘
30新日米安全保障条約調印
安保反対闘争
1960
331963
兵庫県教育サークル協議会創立・事務局長(13期)(会長 小川太郎
先生)
近畿東海教育サークル協議会創立・世話人(15期)
321962
吉谷洋美と結婚 愛情のもつやさしさときびしさを知る
全国教育科学研究会・全国委員(12期)
35中教審「期待される人間像」
発表
1965
341964
371967
長男哲史生まれる 親の子にかける思いを実感361966
神戸市教組青年部長(２期)「戦闘的」青年教師 社会科学の学習
に没頭 日に二冊は読破
261956
25小・中学校社会科改訂発表1955
勤評闘争 ヒドクイヤナトシ 昭和33年281958
スプートニクショック27ソ連、スプートニク打ち上
げ成功
1957
291959
21学習指導要領一般編 試案
日本作文の会と改称
日米安全保障条約締結
1951
吉川中の先生が神戸で勤めていた学校を紹介され、自分の母校で
校長は恩師。仮免をとるために認定講習に参加する。社交ダンス
にあけくれる毎日。音楽会・文学・映画・バレーボール・社交ダ
ンスにあけくれる教育実践に全く無気力なニヒル教師。
教え子のお父さんを通じての、本との出会い。神戸新聞のコラム
欄(正平調)を担当していた。本を借りて、毎日本を読み始める。
20
神戸市兵庫区平野小教員
1950第２期
231953
神戸作文の会創立に参画22教育科学研究会再建1952
兵庫県教組助教諭部長(２期)社会的目覚め 目からうろこの落ち
る思い 生きる展望をもつ
正式な教員となる
職場の同僚遠藤先生との出会い
24教育二法公布1954
特徴的な体験とその要因・結果ライフヒストリー日本・世界の動き西暦時代区分
父が亡くなり経済的な理由で母の実家に疎開し、自転車のタイヤ
買えず、時には三里の道を走って通学
勉学意欲喪失しドロップアウト
14
私立三田中へ転校
1944
中学１年生 父 戦死 39歳で海軍に召集受け、40歳の時に
ニューギニアで死亡。
父 一己戦死の公報を受け、半年後に号泣
12
兵庫県立神戸二中入学
ミッドウエー海戦1942
38小学校学習指導要領告示1968
平野小学校PTA成人教育担当391969
次男大史生まれる 子どもを尊敬するという思想性がわかる401970
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特徴的な体験とその要因・結果ライフヒストリー日本・世界の動き西暦時代区分
母 延子心筋梗塞で急逝 その不幸な生涯に合掌41学習指導要領
全面実施
全国教育研究所発表「半数
の子どもが授業についてい
けない」問題化
1971第３期
平野小学校２年43オイルショック1973
平野小学校６年421972
兵庫県民間教育研究団体連絡協議会・副会長(２期)
平野小学校２年
45主任制 公示
ベトナム戦争終結
1975
水割りを飲んでいて胃に激痛 胃潰瘍瘢痕 三か月摂生
平野小学校２年
44八鹿高校事件1974
47学習指導要領告示「ゆとり
と充実」
1977
あと十年余り 悔いのない教師生活を
兵庫県教育科学研究会創立・常任委員
神戸市教育科学研究会創立・代表
どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－ ８月20日初版
小部小学校２年
46
神戸市北区小部小へ転勤
1976
出会い(24歳)
小部小学校３年２組
491979
１月胃検診 小彎部胃角変形 半年夏休み明けまで病欠
小部小学校２年１組 ９月18日に一号の文集
481978
見える学力見えない学力 ３月24日初版
落ちこぼれを出さない実践 ７月１日初版
小部小学校２年
511981第４期
非行・校内暴力の広がり501980
531983
すべてのこどもに確かな学力を－小二年篇－ ６月20日初版52
神戸市長田区名倉小学校へ
転勤
1982
学力の基礎を鍛え落ちこぼれをなくす研究会(落ち研)を結成５月
26日 代表委員
551985
名倉小学校２年３組
関西落ちこぼれをなくす研究会交流集会
54臨時教育審議会設置法公布1984
57臨時教育審議会 最終答申
提出
1987
561986
名倉小学校２年３組59初任者研修制度開始1989
581988
60
退職
1990
61小・中学校の指導要領改訂
「新しい学力観」強調
1991第５期
631993
62学校週５日制
(毎月第２土曜日休み)
スタート
1992
65阪神淡路大震災1995
641994
671997
661996
68学習指導要領告示1998
69品川区教委
公立小学校学校選択の自由
化決定
1999
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２.第１期 教職までの道のり(1930年～1947年)とデ
モシカ先生時代(1948年～1949年)
岸本裕史は、1930(昭和５)年、神戸市に生まれた。
両親とも、農家出身で、小学校卒業であった。しかし、
貧しいながらも、幸せな幼児期を過ごした。父親はサ
ラリーマンで、母親は、内職をしながら、絵本を読ん
でくれたとのこと。
1937(昭和12)年、神戸市立平野小学校に入学。当時
の大衆的読み物であるキングや講談倶楽部などを乱読
していたという。幼児期の母親による絵本の読み聞か
せや雑誌の乱読が岸本の基礎学力を形成するとともに、
こうした経験が、後年の教員時代における言語の力や
基礎学力の教育的価値の尊重につながっていったとも
思われる。
1942(昭和17)年、兵庫県立第二中学校に入学する、
父親が戦死。父親の戦死による経済的な理由で、
1944(昭和19)年、母親の実家に疎開。私立三田中学校
へ転校する。しかし、勉学意欲が続かず、ドロップア
ウトしてしまう。
1946(昭和21)年、学資が続かず、中学４年で卒業す
る。銀行、アンプル管の製造工場などに務め、その後、
ブローカーに。このように、戦中・戦後はかなり厳し
い生活のなかを岸本は過ごすこととなり、後に、教員
になってから、貧困問題に取り組む問題意識が形成さ
れたのではないかと思われる。
こうしたなかで、岸本に転機が訪れる。それは、
1948(昭和23)年、美嚢郡中吉川中学校の教員に就職し
たことである。中学１年の国語と数学の授業を担当し
た。これが長く続く、岸本の教師人生のスタートであ
った??。
３.第２期 戦闘的青年教師時代(1950年～1959年)と
民間教育団体との関わり(1960年～1973年)
1950(昭和25)年、吉川中学校の教員から紹介されて、
神戸市立平野小学校に就職。自分の母校であり、校長
は、自分の恩師という学校であった。認定講習に参加
し、仮免許を取得しての着任であった。1952(昭和27)
年、神戸作文の会の創設に参画する。当時は、戦後の
生活綴り方の復興ののろしを上げた日本作文の会が結
成され、戦前から続く教育科学研究会が再建されるな
ど、戦後の民間教育研究団体が次々と立ち上げられる
ところであった。岸本もまた、こうした流れのなかで、
これから終生続く民間教育研究運動に参加し、活躍を
始めていくのである。
同時に岸本は、1954(昭和29)年、兵庫県教職員組合
助教諭部長(２期)を務めることとなり、労働組合運動
にも邁進していくことになる。まさに、岸本にとって、
社会科学との出会いであり、社会的目覚めともいって
よい経験であった。こうした状況のなかで、岸本は、
正式教員に採用されることになる。
その後、岸本は、1956(昭和31)年、神戸市教職員組
合青年部長(２期)、1960(昭和35)年、兵庫県教職員組
合教育文化部長(専従２期)を務め、勤評闘争や学テ闘
争などを突き進んでいくこととなる。
他方、民間教育研究運動については、1962(昭和37)
年、兵庫県教育サークル協議会を創立させ、事務局長
を13期務めることとなる。また、1965(昭和40)年から
は、永らく岸本の民間教育研究のベースとなった教育
科学研究会の全国委員となり、12期もの長きにわたっ
て活躍することになる。こうした活動の中で、小川太
郎氏(神戸大学)などの民間教育研究運動の指導者との
出会いもあり、自らの教育論を深めていくことになる
のである。
このように、この時期の岸本は、教職員組合運動と
民間教育研究運動を両輪として、まさに青年教師時代
を「戦闘的教師」として過ごすことになったのである。
こうして、この後にも続いていく、「国民のための教育
の創造」に取り組む、教師としての岸本の基盤が形成
された時期だということができる??。(船越)
４.第３期(1971年～1980年)
⑴第３期とは、どういう時期か
1971年の改訂学習指導要領の全面実施による学校の
変化によって、岸本の学力問題への関心が強まる。低
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学力児が大量に生み出されている要因を教科書の進度
の速さに求めた。「算数の計算も、前は６＋８などが小
一年の三学期でやったいちばんむずかしい問題でした。
いまは、二桁からの引き算までやるようになっていま
す。(中略)かけ算九九など、もっとひどいです。以前
なら、小二年の十一月ごろから小三年の五月ごろまで
の、だいたい半年かけて、ていねいに、ゆっくりと、
何べんも繰り返し、また繰り返して教えていったもの
です。ところが、今の教科書の通り教えるとすれば、
小二年の十月中旬から、十一月半ばまでの、ほぼ一か
月で教え切ることになっています。この時期は、多く
の小学校では、音楽会や学芸会前で、毎日その練習で
追いまくられています。まるで音楽会の練習の合い間
をぬって、九九を教えているといっても、言い過ぎで
ないでしょう。」??岸本は、学習内容が１～1.5年ほど難
しくなったと述べる。1970年代は「低学力の普遍化、
全国化」した時期である。「落ちこぼれ」が社会問題化
し、「新幹線授業」という言葉が新聞をにぎわせること
が多かった。
この時期に、全体的問題提起が見られた。岸本実践
確立期と言える。『どの子も伸びる－教師と親でつくる
教育－』(1976年８月20日初版)、『どの子も伸びる 教
師篇』(1976年12月20日初版)、『どの子も伸びる 家庭
篇』(1977年３月18日)、岸本『どの子も伸びる』三部
作を著述した。後年に出した著作のほとんどの提起が
この三冊にこめられている。1981年に出版されて、脅
威のベストセラーになった、『見える学力、見えない学
力』の内容についても、書かれている。「見える学力、
見えない学力からが岸本が親への問題提起をしてい
る。」「見える学力、見えない学力が分水嶺として教師
から親にシフトしたのではないか」という意見もある
が、最初の三冊から、教師と親の両方に問題の提起を
行っていたと考える。処女作『どの子も伸びる』の副
題には「教師と親でつくる教育」とある。第６章では、
親と協力協同。第７章、親なればなし得る基礎的知育
第８章 就学前後の六年制一貫教育が書かれており、
前半の教師向けとセットになっている。
⑵100ます計算はどう生まれたか
岸本実践の代名詞になっているのが、100ます計算で
ある。100ます計算がいつ、どういう経緯で、どのよう
に生まれたのであろうか。
100ます計算が書籍の中で登場するのは、「どの子も
伸びる－教師と親でつくる教育－」??「学習統一戦線づ
くり ４ かけ算三万五千題」に出てくる。
「当時、九九を習い終えてから、全問題を正しく、
早くやれるようにと、ドリルを使ったり、ガリ版でプ
リントをしたりして練習させていました。でも、なか
なか早くできませんでした。黒板にチョークで６×８、
７×２などと問題を書いていると、手がだるくなりま
した。思わず、「しんどいなあ。手がだるいな。」と呟
いていますと、木村君が「そんなしんどいこと書かん
とき。ノートの裏にのっている九九の表でやりんか
い。」というのです。木村君は、いつもノートを出し忘
れ、注意してもなかなか書かず、ポカンとしていたり、
落書きをしているなど、いわゆる怠け者だったのです。
そこで、「君、ちゃんと書いて勉強しないと困るぞ。」
「早く写して、答えも書きなさい。」と叱責したので
す。そこでも、木村君は、「そんなん、しんどいもん。
いやや。」というのです。「九九の表を使ってやったら
ええねん。」とくり返します。「そんなのしたって、丸
写しか、足し算になってしまうから、九九のけいこに
ならない。」と私は言いました。すると、「先生、勘が
悪いな。数字を入れかえたら、なんぼでも問題が作れ
るやん。」と確信をもって言うのです。それで、やっと
私は気づいたのです。そのやり方というのは、ノート
に縦横11ずつのますめを作り、その上欄と左端に赤鉛
筆で数字を０から０まで入れるのです。子どもは後に
は、「11の枠」と呼んでいましたが、左端の欄に任意の
順序で数を書くと、最上欄にそれを同じ順序で記入す
るのです。木村君は「先生が数字をたてに10こ書いた
ら、ぼくらは11の枠の中に写したらいいのや。あとは
時計を見て、用意ドン言うて、時間を計っとったらえ
えねん。先生、その間、煙草吸うとったらええやん。」
と言ってくれるのです。これはうまい方法だと、私も
大喜びで、「こんな発明した木村君は、日本でただ一人
だぞ。すごい?」とはしゃぎました。」とある。
『どの子も伸びる算数力』には、「もう40年ほど前の
ことですが、３年生の始めの頃に九九の総復習をやら
せていました。」とある。???1963年前後に「100ます計算」
実践は誕生したことになる。「安保体制と教育」???(1969
年２月『教育』)には、「かけ算の九九の指導でも教師が
多くの問題を印刷したり、黒板に書くのはしんどいと
言うと、子どもは「11の枠」というのを発明した。縦
横各11の枡目を作り、最上段に3682501794と任意の順
序で数を入れ、両者の積を書くようにすれば、出題時
間はわずか十秒で、百問作ることができる。」と100ま
す計算実践を報告している。
100ます計算については、他の人がすでに実践してい
たとか、もっと前からあったとかという議論があった。
昭和38年３月27日の朝日新聞(大阪版)???に「勉強力を
つける」という記事に、かけ算九九を覚えられない子
の指導法の１つとして、64マスの計算が紹介されてい
る。０と１は簡単なのでのぞいている。また、『尋常算
術 教師用 巻一』???では、九九の表を使い「上の表に
就きて更に九々を練習せしめよ」と九九表に空欄をも
うけて、教師が棒で指して、子どもたちに答えさせる
ようにする内容も掲載されている。算数の教科書には
九九の表はのっている。九九の表は、０から順番にの
せている。その表を利用して、数字をいれかえるとい
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うことが思いつくことができる。
木村君は、それを見つけた。岸本は、九九だけにと
どまらず、たし算そして、11、12と上段に１をつけた
数字を書き、左欄に１、２を書くことで、ひき算にも
マス計算を発展させた。
そして、時間をはかることで、子どもに意欲をもた
せるという実践方法に高めた。九九の表から100ます計
算というすぐれた教材に変化させた。100ます計算は、
簡便性・網羅性・評価の明確さにおいて優れた教材と
なっている。『どの子も伸びる 家庭篇』???では、ます
を使って「小数＋歩合を百分率で示す計算」「単位の換
算」「分数 小数の計算」の実践ものせているが、実践
としては、広がりがなかった。
岸本が木村君を教えていた時の教科書は、九九を半
年かけて教えていたものであった。
当時の学校図書版の教科書???によると、２年生の２
月から九九の指導がはじまっている。「５のだん、２の
だん、３のだん、４のだん。九九は２のだんから９の
だんまであることを知る。６～９のだんの九九を適用
する問題の答えを表を使って求める」とある。３年 上
には、「かけざん⑴として２、３、４、５の練習があ
り、かけざん⑵として、６、７、８、９の九九。かけ
ざん九九のひょう」とあり、岸本が著作で「かけ算九
九などは、以前なら小二年の十一月ごろから小三年の
五月ごろまで、だいたい半年かけて、ていねいに、ゆ
っくりと、何べんも繰り返し、また繰り返し教えてい
ったものです。ところが、今の教科書の通り教えると
すれば、小二年の十月中旬から、十一月半ばまでの、
ほぼ一か月で教えきることになっています。」???と少
し、時期は違うが、教科書が変わることで、スピード
アップして教えることになったことは裏付けられる。
100ます計算の実践をはじめた時の岸本は、学力問題
にさほど大きな関心を寄せてはいなかった。子どもた
ちに、ちゃんとした力はつけたいと願っていた、青年
教師(30代前半)であった。木村君という「怠け者」の
子に対しても頭ごなしに注意をする教師ではなく、子
どもの気持ちや主張を聞き取ることのできる教師だっ
た。父親が戦争でなくなり、父親がいないことで、傷
つけられたようである。その体験から、「ひいきをしな
い。差別をしない。」という教師としての魂を持ってい
た。
岸本は教育科学研究会に所属し、「政治と教育」部会
に積極的に参加していた。岸本は著作で、「1960年の欄
に、兵庫県教組教育文化部長(専従２期)視野の広まり
と教育理論への目覚め、小川太郎先生はじめすぐれた
研究者の人格に感銘」???と書いている。小川太郎氏は
1960年に神戸大学に赴任されている。1962年に小川氏
が会長を務めた、兵庫県教育サークル協議会創立に参
加し、事務局長を13期務めた。また、近畿東海教育サ
ークル協議会創立にも加わり世話人を15期行っている。
1965年には、吉谷洋美と結婚。愛情のもつやさしさ
ときびしさを知ると書いている。???小川太郎氏は、仲人
である。この年から全国教育科学研究会・全国委員を
12期勤めた。
「教育」NO202では「ここ四年、教科研に出席し、
年を追って参加者が増えてきていることに喜びを感じ
ています。」???と書いている。1962年から教科研に参加
していることが伺われる。小川氏からの影響もあるの
ではないか。100ます計算誕生の時期と教科研に関わっ
た時期が重なることは、岸本実践が広くなっていく契
機になったと考えることができる。
しかし、教科研所属してからは、「学力問題」よりも
「政治と教育」に関わる論文???を多数執筆し、「学力問
題」について、主たる意識をもっているとは考えにく
い。
1973年11月「教育」295号に『父母の声にこたえて「父
母の目」と教育』???を書いている。この文は、これまで
の岸本論文とは全く違う。特徴が３点ある。１つ目は、
対象が父母向けであること。２つ目は、文体が「であ
る調」から「です、ます調」に変わっている。３つ目
は、学力や学習の問題を父母の視点で論じている点で
ある。
しかし、その次の号には、政治と教育部会のまとめ
として、「中教審路線破綻の兆候」『教育』296号 73、
11月???として教師に向けの論文も執筆している。
1974年１月に大きな影響を受けた小川太郎氏が、転
移性肝癌で66歳で亡くなった。
「不滅の人」???という死を偲んでの文を寄せている。
「教育」74、11月 310号では政治と教育部会のまとめ
として「自主的・民主的教育の創造への道」???を書いて
いる。
1975年７月「教育」318号に、岸本実践の根幹となる
論文が載せられた。「親なればこそなしえる基礎的知
育」???。この論文は、岸本裕史の最初の著作『どの子も
伸びる－教師と親でつくる教育－』???に再録されてい
る。この文も「です、ます調」で書かれ、平易な文で
構成されている。
⑶学力問題への関心
教師になってからの第２期では、「戦闘的な教師」と
して岸本は過ごしてきた。様々な民間教育サークルに
参加して、研鑽を深めてきた。では、どの時点で岸本
は、学力問題について強く関心をもち、学力の基礎「読
み・書き・計算」の実践を形成していったのか。
岸本は、『教育』1982年２月 408号の座談会「学力
形成と人格形成」???でこう述べている。
「落ちこぼれを出さないとか学力問題についてかな
り強い関心をもちだしたのは、1969年ごろからです。
ちょうど、当時、経済同友会などが文部省当局にたい
していろいろな提言をやったわけです。それを受けて
岸本裕史のライフヒストリー研究(Ⅰ)
― 93―
中教審答申が出され、それと相前後して71年から小学
校の教科書が非系統的なレベルアップというようなか
っこうになったわけです。
私自身の息子がちょうどそのときに小学校１年生に
入るときでしたので、これはもののみごとに落ちこぼ
れると思ったんです。つまり、小学校の一年生は、そ
れまでは９月の末までかかってひらがなの読み書きを
教わったらよかったんです。それが、５月の半ばごろ
で打ち上げと、こうなったわけです。これは、幼稚園
のころに読み書きを知っていないかぎりちょっとつい
ていけないぞ、という条件が出てきた。また算数では、
小学校の１年生の終わりまでに、７たす９とか、８た
す８ができたらそれで申し分がなかったんですが、そ
れはもう一学期中に済ますということになってわけで
す。猛烈なスピードアップの授業が出てきた。
私自身の子どもも含めて、小学生の子どもが全体と
して落ちこぼれるに違いないということを、かなり危
機感をもって感じました。不幸にしてその予測が的中
しまして、だいたいが落ちこぼれました。私はそれを
仮性低学力児と呼んでおります。」
学力問題に岸本が関心を持った２つの理由が述べら
れている。１つは、教育政策。もう１つは、わが子の
様子から感じたことだった。
岸本は1965年に35歳で結婚。長男哲史さんが1966年
に生まれる。一年生に入学の年が1971年の教科書が変
わった時にあたる。
「1971年に小学校の教科書が改訂されるまで私は、
ひとことでいえば「のびのび教育」をしていました。
宿題もほとんど出さず、小さい小学生では人格の発達
が大事だし、しっかりと遊ばせて、体力や気力をしっ
かりと培っていくことを重点にしてやっていったので
す。そして、それなりの効果はあったと思います。と
ころが1971年に改訂された教科書の中身が非常にむず
かしくなっている。1971年から担任した子どもには、
このまま「のびのび教育」をやっていては目に見えて
ドロップ・アウトすることはわかりきっている。そこ
で、その年からもった子どもにはそれ以前とはうって
変わって、宿題も出しますし、基本的な読み・書き・
計算の力はきちっとつけなくてはいけないと思って、
まるで人が変わったみたいに子どもたちに力をつける
ために専念したわけです。そういうことが今度書いた
『どの子も伸びる』という本のなかに出てくる実践の
おもな契機であったわけです。」(『教育』1977年７月
345号 座談会「今日の基礎学力問題をめぐって」)???
「その年からもった子どもにはそれ以前とはうって
変わって」と岸本は述べているが、1971年前に書いた
「安保体制と教育」『教育』232号では「兵庫のある教
師は、学級の安保体制を打ち破るため、「よく遊び、よ
く学ぶ、よく闘う」子どもに育てることをめざしてい
る。遊ぶ権利を保障させるためには、チャイムが鳴っ
たらすぐ授業を止めてほしいとか、宿題を全廃してほ
しいという要求を討論を経て獲得させている。学ぶ権
利については、「おもしろくない」「わからない」をど
んどん言わせ、子どもの好む民話や水道方式をとり入
れて授業をやっている。(略)さらに、子どもを伸ばす
には、子どもの知恵と力に依拠してやっていくという
大衆路線方式を活用し、学級内に統一戦線を作り上げ
ていっている。力の強い子と弱い子、進んだ子と遅れ
た子、男と女、それらを妥協ではない真の統一を創る
方向で学級づくりを進めている。(略)かけ算九々の指
導でも教師が多くの問題を印刷したり、黒板に書くの
はしんどいと言うと、子どもが「11の枠」というのを
発明した。縦横各11の枡目を作り、最上段に3682501794
と任意の順序で数を入れ、両者の積を書くようにすれ
ば、出題時間はわずか十秒で、百問作ることができ
る。」???と述べている。100ます計算の原型である「11の
枠」の実践を行ってはいるが、どの子にも確かな学力
をつけるために、「自覚的」「積極的」に100ます計算の
取り組みは行われていない。「水道方式を編み出したサ
ークル」数教協の実践を熱心に行っている。後年、100
ます計算に対して、数教協から、岸本は「批判」を受
けることになる。
岸本は「水道方式」を全面否定はしていない。『どの
子も伸びる』(家庭篇)の中にも、引き算の意味を教え
る時にタイルを使った実践が書かれている。理解とい
う面では、水道方式のタイルの有効性を高く評価して
いた。理解した後の習熟については、意見が違った。
分かっただけでは、できるにはならない。そのために
練習量が必要だという立場で習熟論を展開した。
「安保体制は、学級の中に深く貫徹しているいま、
私たちは学級の中の安保体制を打ち破り、廃絶し、真
意になかむつまじく、おたがいに助け合い、認め合い、
励まし合いながら、遅れた子や怠けがちな子、荒れて
いる子も含めた学習統一戦線を創り上げていくことを、
学級での教育政策として、意識的・自覚的にとりくん
でいく必要があります。」「すべての子どもたちの基本
的な願いである賢くなりたい、しっかりとした子にな
りたいという内発性に基づいて組織されるものです。」
「学習統一戦線は、上から与えるものでなく、こども
たちの知恵と力に依拠して、創造的に構築されている
運動そのものなのです。教師は自覚的な組織者であり、
専門的な指導者なのです。」と述べる。教室にいる目の
前の子どもたちの学力・能力の発達を目指して、力い
っぱいがんばれるシステムを作りたいと意識していた
岸本が、統一戦線という政治用語を使って、自分の実
践を位置づけたと思われる。???「11の枠」(100ます計算)
は、家で20回もの練習をしてくる子を教室に生み出す
ことになる。「その日から自然発生的に、競争みたい
に、多くの子が自宅で練習してきました。」???という100
ます計算の原型の実践が誕生している。
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学力問題に対して意識を持った岸本が、それ以前に
教室の中で生まれていた、「100ます計算」をより、深
化させていったと考えることができる。
岸本は、ただ本を読んだり、研究会に参加するだけ
でなく、新聞や雑誌、書物や講演、自他の教育実践を
ノートに書きつづって教師としての力量をのばしてい
た。「教育関係の勉強をしようと思ったのは、県教組の
教文部長をやめて、もとの学校に帰ってからです。」「私
はまず、経済から、学びはじめました。日本の教育を
動かす原動力は経済です。経済を勉強しようと、経済
関係の新聞記事は細大漏らさず、毎日毎日ノートに書
いていったんです。」「さらに政府の文教政策、教育状
況、教育イデオロギー、教育方法、教育内容、高校や
大学、子どもやおとなの状況、幼児教育などを日付と、
どの新聞に載ったかも書き添えて、毎日転記しまし
た。」「毎日二時間程度、五年間続けましたから、日本
の経済や日本の教育の動きが全体としてわかるように
なってきました。」1969年から５年間。病気になる年ま
で特に熱心に取り組んだようだ。その後もノートは続
けているが、この五年間が一番密度が濃い。???
経済関係のノートのファイルをみると、一番最初に
1968年の日付があるが、10行しか書いていない。1969
年６月11日からはかなり詳しくなっている。「学力・能
力・発達」のジャンルのノートは、1971年８月25日「自
己能力の開発」という項目が最初になっている。ノー
トの上からも、1971年から、学力についての関心を持
っていったことが伺われる。???
理論的な裏付けとしては、小川太郎の存在を上げた
い。小川とは民間教育団体の運営で一緒に行動するだ
けでなく、理論的な刺激を受けている。
著者(深澤)が岸本から聞いた話では「小川先生の『認
識の理論と教科の系統』はいい論文だから読んだ方が
いいと薦められたことがある。」その論文は、川合章編
『講座・現代民主主義教育』第４巻 1969年 青木書
店 に掲載された。岸本も読んだとのことだ。???1969年
という年から考えると、岸本が学力問題に関心をもっ
た時期と符合する。小川は、その論文だけでなく、学
力についての著作も多く、岸本の理論のベースを作っ
たと考えられる。
岸本は、長男哲史が小学校入学してから、我が子の
教育にも関心を持ったと対談に述べている。岸本は、
長男の友達を数人集めて、『家庭塾』をはじめた。この
経験をもとに提案したのが、「教育協同組合の芽として
の家庭塾」である。???
晩年、「家庭塾」から発展して、幼児教育への関心を
深めていくきっかけとなる。
⑷教師と親でつくる教育
「親なればこそなし得る基礎的知育」には副題がつ
いている。「お金と時間をかけずに子どもを賢くする自
衛策」とある。1971年に教科書が変わり、「おちこぼれ
問題」が問題化されて、４年後の論文である。ここで
岸本は、「いまの学校教育は、就学時に生じた知的格差
を縮める方法にではなく、いっそう能力主義的にその
格差を助長し、拡大的に再編成する方向に機能してい
る。肉体こそ大きくなっていくが、勉強がわからずつ
いていけない子(現象的には低学力児・本質的には発達
権の被剥奪児)の多くに、終生癒し難いまでの劣等感と
卑屈さを刻印し、その将来にたいする期待と展望を系
統的に根こそぎ奪っていっているのが、いまの教育シ
ステムである。」???に「低学力児の生成要因」の表が示
されている。「幼児期の教育環境と、小二時の学力との
相関関係を調査するために、昨年実施したものである。
対象人数は41名。成績上位の者はテストの通算平均95
点以上、中上位は85点以上、中位は65点以上として区
分している。たんにアンケート形式のみによらず、親
との面接、それに子どもから確かめも総合して数化し
たものである。私の勤務校は都心部山麓の住宅地にあ
り、いわゆるよくできる子も多い、７年前に担任した
子では、ことし、東大・京大・阪大各一名を含む国立
一期校へ６名が進学している。しかし、絶望的なまで
に遅れてしまう子も、少なからずいる。」ここで、岸本
に疑問が起こる、この文が書かれたのは1975年。７年
前は、1968年になる。1971年の教科書とは違う教科書
で習った子達である。「同じ教科書と使い、似たような
力量の教師が教えているのに、なぜそのような著しい
学力差が生じてしまうのだろうか。」という問いであ
る。
岸本は、低学力児の生成要因をアンケートから導き
出そうとした。アンケートの項目はこうである。幼児
期 １、物語の読み聞かせをよくしていたか。２、子
どもにていねいに話しかけをしていたか。３、どなっ
たり、叩いたりは週回あったか。４、母子の対話は一
日何分ぐらいだったか。５、父子の対話は一日何分ぐ
らいだったか。６、はし・えんぴつ・はさみはよく使
わせていたか。７、入学前、ひらかなは、ほとんど読
めていたか。小２年(６月)１、毎日読書をしているか。
２、テレビは毎日何分見ているか。３、家庭で毎日何
分学習しているか。４、子どものノートやテストはよ
くみているか。という調査事項である。
岸本の結論は「低学力児を生み出す根底は、現代の
貧困にある。」「物質的なうわべの華やかさの裏にある
多忙と過労に象徴される現代の貧困こそ、できない子
を大量に生み出す絶対基盤である。この基盤の上に立
つ学歴社会の生活現実は、個々の家庭や親の果たすべ
き教育機能を歪曲化し、奇形化せずにはおれない力と
して作用する。」と断じる。
岸本はこのアンケートを次のように分析している。
「前掲の表を作成中知り得たこととして、できる子は
例外なく、幼時に物語の読み聞かせを父母とともにや
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っていたことである。表中、上位の子は50％と記して
いるが、残る２人は、３歳ごろまではよく読んでやっ
たが、いつか字を覚え、４歳ごろにはもう１人でどん
どん読むようになったということであった。物語の読
み聞かせは、記憶力そのものをよくし、理解力も深め、
イメージアップする能力(想像力)もふくらませ、語彙
も豊かにしていくという卓越した知的有効性をもって
いる。学校での勉強は、主として言語を操作してすす
められるため、言語能力を一定水準まで高めておいて
やるということは、できない子にしない重要な条件の
１つであろう。このことは、たんに両親のみでなく、
託児所・保育園でも重視されなければならない。」とあ
る。調査をした1974年は、岸本は平野小学校の２年生
を担任している。この時、長男哲史は、８歳。次男、
大史は４歳。学校の子どもたち、家で見る、我が子を
見ていても、言語能力の重要性を教師としても、父親
としても感じたことだろう。
「遊び・先行体験・対話・読書・家事労働に一定の
配慮の上に立ってこそ、低学力児にたいして、勉強の
習慣をつけていくことが可能となる。」???で言い切って
いるのには訳がある。???に自分の実践を載せている。
「教師が学級集団のなかで、その子の伸びを評価し、
認めてやることを通じて、いっそう確かなものとなっ
ていく。他学級にもいる極端なまでの低学力児の親に
集まってもらって、私との共同研究会を毎月１回開い
てきたが、これらの親の営みと配慮のなかで、どの子
も１人残らず、びっくりするほど、実力が伸びた。な
かには、オール２の子が、１年間でオール４にまで伸
びたという例もあった。」と述べている。
この研究会を行う前年。1973年に２年生を担任して
いる。そこで、山本君と山本君の母親との出会いがあ
る。???
「その子、山本君は、ただ１つの例外を除いて、す
べてできない子でした。」「しかし、どの子も無限に発
達する可能性をもっているという教育の基本的観点を
思い起こし、合わせて、いままでにも、できない子が
飛躍的に伸びた事実を体験している私は、何とか突破
口を見つけようと思いました。学校教育は、教師と父
母を軸にした国民共同の大事業であるというとらえ方
を、かなり歪曲した形ではありますが、私だけの力で
は、とても山本君の力を伸ばすことができないという
無力感からも、その母親に直接会って協力を求めまし
た。」とある。できない子の母親へのとりくみは、「親
と教師との学習統一戦線」である。
岸本は、「かけ算三万五千題では、サボリの子とまじ
めな子との、それぞれの学習統一戦線を創り上げてい
く契機と、その過程を述べました。統一戦線というの
は、政治用語でよく使われますが、教育実践上のこと
ばとしては、恐らく使われたことはないでしょう。し
かし、すべての子どもたちが、その学力・能力の発達
をめざして、力いっぱいがんばれることのできるシス
テムとして、学習統一戦線を創り上げていくというこ
とは、極めて有効な方策であり、必要なことだと思い
ます。」???政治用語である統一戦線を教育実践上にもっ
てきた岸本は、統一戦線の考えを親と協力・共同して、
「できない子」の指導にも生かしている。
山本君は、かけ算九九なら、百題を２分で完答する
までになった。しかし、親に対して厳しいことを要求
したことに対する強い反省の念が岸本の中に芽生えた。
そこで、「その翌年から、遅れている子の親の個々の
同意を得て、月１回、親と教師の共同研究会をもつよ
うにしました。」???と書いている。
親と一対一の関係で指導していく上の限界と広がり
のなさを岸本は痛感したのではないだろうか。そこで、
岸本は思い切って、クラスそして、学年に広げていこ
うとする。現在の教育現場では、なかなか実施するこ
とが難しい取り組みである。「低学力傾向児対策研究
会」と銘をうち、クラスの中の低学力の親に呼びかけ
て、集めているのである。1970年代という時代背景・
岸本が平野小学校に、20年以上勤務していること。自
分の母校で、地域に多くの知人・友人がおり、1974年
では、親の中に、自分の教え子の世代がいるという条
件がそろっていた。
岸本学級ノートの記録を見ると、???1974年６月４日
に低学力傾向児対策研究会を２時から４時に行ってい
る。平野小学校２年 11名の母親の参加だった。男子
の母親７名。女子の母親４名である。岸本の報告内容
がある。
１、幼時の教育状況調査集計の報告。教科書のレベ
ルアップ
２、対策のための仮説
①Ａ 読む力―知識の源泉、思考力や想起力のも
と→絵本、物語のよみきかせ・音読・図鑑・多
面的な読書(易から難へ)
Ｂ 書く力―正確さ、緻密さ、根気づくり→見
写し、きき写し、かきとり、作文、作問
Ｃ 計算力―敏速さ、柔軟さ、流暢さ→具体物
を通じて理解させ、徹底した練習
②テレビ、マンガは学力とは無縁で時間の浪費
親の粗雑な言動は、こどもの思考力の発達を阻
害
③先行体験の不可欠性(無意識の学習)
ものさし、市区の区別、古墳、時計の見方、地
球儀、物語
④認識・能力の定着は３か月間かかる(相田実践の
例)
⑤飛躍的進歩は受動より能動への転換が起点とな
る。
その後に会の記録はないが、1974年10月４日に会が
開かれている。会の名称が、「第３回 低学力傾向児対
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策 親と教師共同研究会」となり、親と教師が一緒に
研究を進めていることが分かる。岸本の最初の本の『ど
の子も伸びる －教師と親でつくる教育－』という題
にふさわしい、研究会の実践を岸本が行っていた。
学力増進のための基本的態度(こどもは、幼い友
だちである)
１、親のあり方の転換 ４点
２、具体的な親の取り組み 11点
３、効果と変化 ７点
４、教訓 ８点 挙げられている。
教訓の８点を以下に示す。
１、いつか欲がつくと放任するのではなく、
支え援助してやらねばならない
２、２けたの計算を習うとき、家で教えてや
ったのと、学校で習うのと時期がぴった
りだったので、よく覚えた。
３、いままで勉強のことは言わなかったのに、
毎日宿題はこれだと報告する
４、こちらが答えをいおうとしても「待って、
ぼく考える。」という
５、前日に予習をさせておくと翌日ははり切
っている。
６、先生にほめられると、ひどく喜ぶ
７、ほめてやると著しく早くやりとげる
８、親が手を抜くと、こどもはだれてしまう。
と、研究会の成果をまとめていた。
岸本は、1971年に教科書が変わった翌年に６年生を
担任している。1973年３月16日の卒業式が近い時期に、
自分のクラスの子の６年間の成績の伸びを調べている。
「小１と小６の成績比較」をしている。国算社理の
通知簿の点数を合計し、１年生の時と、６年生とで、
評定がどう動いているかをまとめている。＋４点が１
名。＋３点が４名。＋２点が３名である。８名が１年の
時から比べると伸びている子である。
－３点が１名。－２点が５名。±１点が25名である。
自分のクラスだけでは、足りないと岸本は思ったのか、
その年の９月29日に３月に卒業した児童188名すべて
の、小１年と６年の成績評定(５点法)の４学科の合計
比較を実施している。自分が卒業させた学年の子を対
象に調べている。
それでもデーターの数が少ないとみえて、岸本は、
1973年12月22日に「小学校における成績評定変動の値」
平野小学校６か年1436名の４学科の評点合計の変動を
調べている。
ここでの結果をこう分析している。「このデータは、
教師にも親にも、暗く重たい現実として衝撃を与えま
す。しかも、中学進学後も、三年間の成績評定は９割
近くの子がほとんど変動することなく推移していって
います。となると、小学校入学時の知的発達水準が、
高校・大学。さらにはその後の社会的地位などまでも
規定してしまう可能性のあることを暗示しています。
幼時の家庭や地域の経済的・文化的水準の高低が、子
どもの将来に、実質上、決定的な作用を及ぼしていく
となると、いわば学校教育に対する無力感なり、絶望
と諦めの思いにとらわれる恐れもあります。貧しい層
の子や、虐げられてきた人々の子は、いつまで経って
も浮かばれないのかという疑問や怒りも当然生まれて
きます。」???
と述べる。ここでの実践がのちの岸本が幼児教育に
特に力を入れていく原点である。
岸本学力実践は、教師と親との協力・共同と幼児教
育の必要性を含みながら、誕生した。「どの子も伸ばし
たい」「貧しい子、虐げられた子にも、きちんと光があ
たるようにしたい」という熱い願いがある。
貧しい子どもたちへの岸本の優しい眼差しを感じる。
父を亡くして、苦労した自分の原体験から、庶民の子
が学力をきちんと身につけることができないという、
再生産の連鎖を止めたい。社会のしくみに抗い、基礎
学力をつけることを通して、だまされない力を獲得さ
せることが大事だという岸本の熱い思いがあると解釈
できることも可能である。
⑸学力の基礎「読み・書き・計算」
学力の定義をめぐっては、戦後ずっと論争がある。
また、基礎学力に対しても、定義がはっきりと定まっ
ていない。論者によって、主張が異なっている。基礎
学力＝読み書き計算と、限定して狭くとらえる。基礎
学力を広く、新しい観点から捉えなおそう。という大
きく分けると２つの立場ある。その間には、多くのと
らえ方があり。まだ、整理されていない。
岸本が学力問題に関心を持った当時も、学力問題に
ついて、大いに論じられた時代である。岸本の学習ノ
ートには、様々な方の学力の著作を読み、大事な点を
ノート筆記している様子が分かる。
岸本は自分の立場は断定はしていないが、次のよう
に書いている「読み書き算 基礎学力論者(文章題がで
きない子は文そのものが読み取れない)学力低下、基礎
学力の軽視は愚民化政策である。読・書・計算の基本
能力を基礎学力と規定し、その形成こそ、人類文化の
宝庫を開く鍵であり、全面的に発達した人間に成長す
るための探求に必要な最低の理論のための武器であり、
且、科学的世界観を子どもが獲得していくための武器
である」
1974年７月14日に記している。1975年９月12日のノ
ートには、「基礎的学力・能力の習得・習熟 読み、書
き、算、手先」とある。
第14回教科研大会の政治と教育部会のまとめを「教
育」1975年11月号にまとめた文が「ベトナム朝鮮の教
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育に学ぶ－先生とこどもを大切にする国・しない
国－」???で「ベトナムでは、小学校へ入学すれば、ただ
ちに厳密な正書法を学ぶことになっている。幼い子で
も、実にきれいな字を、だれもが書けるようになって
いる。日本では、学級一人であるかなしかの美しい字
を書く子が、ベトナムでは全員が書くようになってい
る。相当に上る基本的文型は、詩のような快いリズム
をもって、構成され、こどもはくまなく暗誦している。
小学校の教科の半分は、母国語教育に充当されてい
る。」と書いている。
岸本の文の調子を見ると、ベトナム戦争終結の年で
もあり、時代としてややベトナムを称えすぎている傾
向が見られるが、ベトナムでの学校教育の素晴らしさ
については、感銘を受けたのだろう。
この時点までの論文や、岸本ノートには、「学力の基
礎 読み書き計算」という言葉はでてきていない。
「学力の基礎 読み書き計算」という言葉が登場す
るのは、「『どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－』
の第五章 学力の基礎の徹底練磨を」である。この本
のまえがきの日付が1976年５月８日になっている。
1975年の７月９月11月の論文や学習ノートには、「学力
の基礎＝読み書き計算」という言葉はでてこない。親
との学習・研究・我が子の指導を通じて、「読み書き計
算」の重要性は、岸本は実感していたはずである。し
かし、学力論争の中で、「基礎学力＝読み書き計算」と
定義することへの迷いがあったはずである。
本の執筆前の論文や、自分の個人的な学習ノートに
「学力の基礎」の記述がないことを考えると、「どの子
も伸びる」の本を書く中で、岸本が「学力の基礎＝読
み書き計算」と定義づけたと推測する。新しい知見を
発見したのである。
「第五章 学力の基礎の徹底的練磨を」の項に、１、
西欧における低学力問題 ２、子どもと教師を大切に
する国－ベトナムの教育 が含まれている。その後が
３、学力の基礎は読み書き計算 ４、厳密な音読力を
５、正確な書字力 ６、敏速な計算力となっているが、
１、２と３から以後が同じ章にあるのがそぐわない印
象がある。これは多分に、ベトナムの教育の状況を聞
いた岸本が、読み書き計算の力をつけるための学校教
育の役割を強調したいと考え、ベトナムの教育体制を
例に出したのではないか。
基礎学力という概念が論者によって、異なることか
ら、「基礎学力」の「基礎」と「学力」の順番をいれか
え、そこに、「の」と入れ込んで、岸本なりの読み書き
計算の位置づけをしたのではないかと考える。
「どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－」が1976
年８月20日に発刊された。次の年の「教科研中間集会」
で岸本は報告している。志摩陽伍のまとめによると、
「学力問題についてみれば、それを国民の民主主義的
教育要求の発展と、それにもとづく学力要求の内容の
発展と結びつけて考えることが重要だと考えます。そ
れは、学力の問題を量の問題であるとどうじに質の問
題としてとらえることの重要性を意味します。具体的
には、岸本さんから、『たしかな学力の基礎を育てるた
めに』という報告がありますが、ここでの『基礎』と
いうことばは、なかなか意味深長で、わたくしの理解
では、学力の基礎部分という意味と、学力を支える土
台の意味とが含まれていると思います。また、日教組・
民研の学力調査でも、読み、書きや文章表現力、計算
力などの学力実態が、きわめて深刻なかたちで問題に
なっています。ここで学力とはなにか、そして、基礎
学力とはなにかと、理論的にもいっそう深めて検討す
ることが必要になってきています。」とある。???岸本が
本を書く中で、発見した自分の知見をすぐに中間報告
で発表し、論議を起こそうとしている様子がうかがえ
る。
「学力の基礎の徹底的練磨を」の項で、岸本は、「学
力の基礎の徹底的な練磨は、まさに教えることと、育
てることを統一してやるなかでこそなし得るのです。
それは、教師なればこそなし得る基礎的知育なのです。
勉強ぎらいや、低学力児を大量に発生させるしかけが
してある教科書であるからこそ、なおのこと、徹底し
て学力の基礎を鍛えぬかなければならないのです。こ
のことは、教師の第一義的な責務である申せましょ
う。」???と結んでいる。
「親なればなし得る基礎的知育」と「教師なればな
し得る基礎的知育」この２つは、独立しながらも、相
互に協力・共同の関係として、岸本はとらえている。
これこそが、「親と教師の学習統一戦線」である。(深
澤)
? 小括
岸本裕史のライフヒストリー研究として、全体を５
期に区分し、本稿では第三期を中心にその教育実践論
の特質を検討してきた。そして、その第三期は、岸本
の基礎学力形成のための教育実践論の特徴が、一つの
「定型」として確立した時期だと考えた。しかし、当
然、主著である『見える学力見えない学力』が出版さ
れた第四期や、幼児教育にさらにウイングを展開して
いった退職期以降の第五期で、その「定型」がどのよ
うに変容していったのかについて検討をしていく必要
がある。
とりわけ、３つの課題として最初に指摘した、第一
の「わかる」と「できる」、理解と技能と習熟の関係???
や、第二のマイスターとしての習熟という視点???につ
いては、さらに岸本の議論の展開をとらえたうえで、
議論を行っていく必要があるのであろう。
他方、第三の岸本裕史の基礎学力論と政治性・階層
性については、従来、能力主義教育批判に代表される
ような、学力や教育の政治性や階層性を主張した第二
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期と、読み書き算を中心とした基礎学力論を展開した
第三期の非連続性が従来特徴としていたが、むしろ能
力主義的教育政策をこえる国民教育運動として、基礎
学力形成を保障するための教師と親の共同実践として
の「統一戦線運動」が家庭塾として提起されていると
考えると、むしろ第二期と第三期の連続性が浮かび上
がってくるということもできるであろう。
さらにいえば、岸本の学力論、とりわけマイスター
としての習熟論の内実に、先に述べたような政治性や
階層性を越える内容論???があるかどうかが、さらなる
検討課題となってこよう。いずれも次回の検討につな
げたい。(船越)
注
１）戦後の教育方法学研究や教育実践研究を総括した以下のよ
うな文献にも、岸本の言及はない。日本教育方法学会編『日
本の授業研究 上・下』学文社、2009年、田中耕治編『戦後
日本の教育方法論史 上・下』ミネルヴァ書房、2017年等。
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うなものがある。藤原幸男「読み・書き・計算の総合的練
度をめざした教育実践の検討－岸本裕史を中心に－」『琉球
大学教育学部紀要第一部』29巻、1986年、碓井岑夫・松浦
善満「現代の学校と学力論(1)－岸本裕史氏の学力論をめぐ
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中耕治編『時代を拓いた教師たち－戦後教育実践からのメ
ッセージ－』日本標準、2009年、教育科学研究会編『戦後
日本の教育と教育学』かもがわ出版、2014年等。
なお、岸本と同時代を生きた人からの追悼文としては、以
下のものがある。東上高志「岸本裕史さんの仕事」『人権と
部落問題』59巻８号、2007年、「岸本裕史が遺したこと［含
略歴］」『総合教育技術』62巻２号、2007年等。
３）前掲 松下論文参照。
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13)『尋常算術 教師用 巻一』明治26年 p.88。
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24)岸本裕史「自主的・民主的教育の創造への道」『教育』1974
年11月。
25)岸本裕史「親なればこそなし得る基礎的知育」『教育』318
号 1975年７月。
26）前出『どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－』p.247
～p.276。
27)岸本裕史「座談会 学力形成と人格形成－『見える学力、
見えない学力』をめぐって－」『教育』1982年２月 408号
p.105。
28)岸本裕史「座談会 今日の基礎学力問題をめぐって」『教育』
345号 1977年７月
29)岸本裕史「安保体制と教育」『教育』232号 1969年２月
p.105～p.106。
30)前出『どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－』p.87
～p.97。
31)前出『どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－』p.85
32)深沢英雄編『岸本裕史100マス先生の遺言』清風堂書店
2007年10月10日 p.87～p.97。
33)「岸本裕史の学習ノート」(学力・能力・発達 家庭・子ど
も)
34)小川太郎「認識の理論と教科の系統」(川合章編『講座・現
代民主主義教育』第４巻 青木書店 1969年)。
35)前出『どの子も伸びる 家庭篇』p.198～p.239。
36)～38)
前出『親なればこそなし得る基礎的知育』p.66～p.73。
39)～41)
前出『どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－』p.87
p.222～p.239。
42)前出「岸本裕史の学習ノート」
43)前出『どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－』p.36
岸本裕史のライフヒストリー研究(Ⅰ)
― 99―
～p.46。
44)岸本裕史「ベトナム朝鮮の教育に学ぶ－先生とこどもを大
切にする国・しない国－」『教育』323号 1975年11月
p.120～p.126。
45)志摩陽伍「発題－国民的教養と基礎学力」『教育』1977年５
月 343号 p.76～p.87。
46)前出『どの子も伸びる－教師と親でつくる教育－』p.169
～p.251。
47）渡辺靖敏「理解・習熟への道－授業づくりにおける習熟活
動の位置づけ－」『日本福祉大学子ども発達論集』第６号、
2014年等参照。
48）習熟を熟達化としてとらえている意義は、習熟を単なる操
作の自動化としてとらえることではなく、マイスターとい
う名称にあらわれているように、人格的な成長の視点を含
み込むところにある。また、熟達化を個人の成長としてと
らえるだけでなく、関係性や組織との関係でもとらえてい
く必要がある。熟達化の研究動向については、さしあたり
波多野誼余夫「適応的熟達化の理論をめざして」『教育心理
学年報』40巻、2001年参照。
49）習熟を人格的な成長としてとらえる視点は、「解放の学力」
論とも合まって近年のシティズンシップ論や政治的リテラ
シーとの接合が構想される。なお、「解放の学力」論にかか
わって、城丸章夫氏と中村拡三氏の間で行われた論争が重
要な論点を担出している。
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